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実戦機種

SLOT魔法少女まどか☆マギカ2、悪魔城ドラキュラ～ロードオブシャドウ～、
パチスロ猛獣王王者の咆哮 ほか

実戦レポート

この日は、ニコナナの女帝としておなじみのブルーを迎えて、初の2人態勢での実戦となった。

といっても、何を打つかはそれぞれに任せるので、立ち回りはいつもと何も変わらないハズな
のだが…この状況に浮足立っていたのは初参戦のブルーではなく、オレの方だったようだ。

朝イチの抽選は後方スタートだったので、“いつもの”まどマギ2に座ってリセット後のチェック
から始めるが、しばらく打って「全台シマではないな…」→「オレの台も違うな…」と判断して、
早々に台移動。問題は次だ。

末尾のアテもなく、「前から気になっていたから」という理由だけで、「悪魔城ドラキュラ～ロー
ドオブシャドウ～」に座ってしまったのだ。確かに3ヵ月くらい前の、入れ替えから間もない頃は

高設定が使われていた印象はあったが、リゼロや他の新機種も加わった今では、常連たちの
狙いからも外される程度の扱いになってしまっている印象がある。まぁ、だからこそ朝の狙い
がスカった時、第2、第3の候補としてこうして空いてくれている、とも言えるのだが。

実際、この日は全台系の機種が最後までハッキリせず、おそらく稼働が高いメイン機種では
なく、あまり打たれない機種の中に埋もれているんじゃないか？という戦況であった。それが、
ドラキュラを粘ってしまった要因の一つでもあるといえばある。ボーナスが重めで、ARTもなか

なか突入しないスペックなので、設定推測のチャンスすら満足に得られず投資が嵩んで嵩ん
で、ようやく迎えた天井ART。それも大した枚数は獲得できず、さすがにこれ以上続行するの
は厳しいと判断。設定的に、ではなく、投資状況的に、である。

さて、そうは言っても勝負を諦めるわけにはいかない。まだ時間は半日以上残っているし、高
設定を掴むチャンスはきっとある。残された台の中にきっと…。（実際あったと、後に判明）
最後の一手にオレが選んだのは、「パチスロ猛獣王王者の咆哮」。高設定、特に設定6の分

かりやすさはかなり優秀な部類だと思うんで、もうちょっと人気が出てもおかしくないんだけど
なぁ…そう思いながら打ち始めると、早速その設定差がもっとも顕著な「肉ルーレット」でパトカ
バチャンスがドスンと停止！ その2回後の肉ルーレットでも、またパトカバ引いたぞ？ そし
て隣の台では、獣ロワイヤルの1匹パターンが…ホラホラ！ このシマあり得るって！ がしか
し、如何せん時間が足りない。時刻はすでに19時を過ぎており、その後は設定差がある要素
も特に目立ったものは引けず、出玉も伸びず、無念のタイムアップとなった。C級ですわ…。
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